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第３次　東近江市地域福祉活動計画第３次　東近江市地域福祉活動計画
　「東近江市地域福祉活動計画」は、東近江市に暮らす高齢者や障がい者、子どもをはじめ、すべ
ての住民が支え合い、安心して暮らし続けることができる『福祉のまちづくり』を進めていくため
の計画です。
　「地区住民福祉活動計画」「地域福祉推進計画」「基盤強化計画」の3つの計画で構成しています。

地区住民福祉活動計画
住民がすすめる福祉のまちづくりの目標であり、活動していくための計画。
市内 14地区でそれぞれに、福祉活動やまちづくりに携わる住民のみなさんと策定。
住民の「こんな地域にしたい」という思いや、「地域らしさ」をカタチにしたもの。

地域福祉推進計画
東近江市社会福祉協議会が住民や様々な団体・関係機関とともに、市域で地域福祉活
動を推進していくための計画。

基盤強化計画
地域福祉を推進するために必要な、東近江市社会福祉協議会の組織や体制のあり方を示し、
その基盤の強化をすすめるための計画。
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目標① ふだんのくらしの場で一人ひとりが
誰かとつながれる機会や場づくり

目標② 困っている人をほっとかない
支え合える地域づくり

目標③ 一人ひとりを知り、理解し合うための福祉共育

目標④ 困りごとの解決に向けたネットワークの構築

目標⑤ 命と暮らしを支える社協の相談支援体制の強化

目標⑥ 福祉のまちづくりをひろげる情報発信

目標⑦ 福祉のまちづくりを推進するためのサポート

《湖東地区住民福祉活動計画》
策定：湖東の支え合いを考えるプロジェクト
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○免許を返納しても、不安なく暮らせるまち
○既存の団体が、細々とでも続いていってほしい
○障がいを持った方も、地域とのつながりを持てるまち　
○子育てしやすいまちになって、若者がたくさんいるまち
○若者が、ことうのまちづくりに関わり、力を発揮できるまち
○デイサービスでお茶をしたりと、地域と施設の距離が近づいたまち
○コロナ禍で苦しんだみんなの落ち着きを取り戻し、笑顔になってほしい
○お互いにあいさつができて、困りごとの相談が気軽にできるまち

■スローガン ～みんなで進める福祉のまちづくりの合言葉～

ほのぼの いきいき 湖東プラン

湖東の良さをみんなで育み・つなげて
心豊かに暮らせるまちをつくろう！

第３次湖東地区住民福祉活動計画 この計画は、湖東地区に住むみなさんの声をもとに作った「住民みんな」
の福祉のまちづくりの目標です。
コロナに負けず、住民・各種団体が力を合わせて、できることをやって
いきましょう！

＜湖東の支え合いを考えるプロジェクトより＞

２次計画で展開されてきた、さまざまな活動

湖東地区のみなさんの「こんなまちにしたい」という声

湖東の支え合いを考える
プロジェクト
…�湖東地区のふくしのま
ちづくりをどのように
進めるのか考えます。

湖東いこいこ広場
…�地域住民の交流の場づ
くりや、身近な相談窓
口を作ります。

湖東おたすけ隊
…�困りごとを抱えた人
の、暮らしのお手伝い
を行います。

まちカフェ
…�地域住民の居場所づく
りを進めます。

こ こえかけあい、
　　見守り合える
　　　　地域づくり

と うともに考え、
　みんなですすめる
　　まちづくり

うまれ育ったふるさと、

　住み慣れた地域を大事

　　に思う人づくり

みんなで
　進める
　　取り組み

― 令和９年までに進める重点目標 ―

❶  コロナ禍で自粛していた活動を、コロナと上手く 
付き合いながら、復活させよう

❷  これまで進めてきた活動を、継続させよう

❸  自治会の中で、地域のことを話し合う場をつくろう

❹  各種団体や、地域の取り組みをみんなで知り合い、 
そして応援しよう

❺  地域全体で、認知症や障がいのある人の暮らしを 
知り、理解を拡げる機会を作ろう

❻  子どもや若者が、力を活かすことができる機会を 
作ろう


